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政府は17日にも、テロ新法を閣議決定し国会に提出する予定です。伝えられる新法の骨子では、アメリカの報復戦争に参戦するための法案という性格がより鮮明になっています。日本が無償で提供している石油は、米軍のアフガン空爆を支え、日々、子ども、お年寄り、市民を殺戮しています。自衛艦のインド洋からの即時引き上げ、テロ新法の廃案こそ広範な国民の願いです。











―分散会・分科会―


・受け付けは一二時半～


・一三時～一五時一五分


・分科会は青年のみ


―発言時間等ー


・発言時間五分。事前通告制。


・配布資料は一一月一六日必着





―当面の予定―


    １０・２３　ヒューマンチェン　　    １１・３　憲法会議街宣行動（上野）


    １０・２５　昼休みデモ・院内集会（５・３集会実行委員会）





　『月刊憲法運動』９・１０月合併号が完成しました。今号は、９月の憲法会議学習討論集会「憲法をめぐる新たな局面と改憲阻止の展望」での講演と質疑─「集団的自衛権と改憲問題」（渡辺治一橋大学教授）、「靖国派の戦争・憲法観と安倍内閣」（吉田裕一橋大学教授）、「参議院選挙後の政局と改憲阻止に展望」（笠井亮日本共産党衆議院議員）を全文収録しました。その後の情勢の展開を踏まえた加筆部分もあります。本文５７ページ。特別定価は７００円（送料７６円）です（定期読者は年間購読料に含みます）。今号を広く普及するとともに、これを機に読者の普及・拡大にとりくむことを期待します。今号の注文、定期購読の申し込みは、各地の憲法会議または憲法会議へ。











《九条の会》全国交流集会の運営要綱を確認！





「九条の会」は一一月二四日、交流集会を開きます。この程、次の運営要綱を決定しました。


・申し込み〆一一月一〇日


―全体会―


・前半　　一〇時半～一二時


・後半　　一五時半～一六時半
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